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日中両国における漢字の異同について

芝 田 稔

1 まえがき

戦後40年を経た今日，日中両国の友好と交流関係が単に文化・経済方面だけに止まらず．人

びとの間に幅広く且つ奥深く浸透し，ますます親密度を加えてきているが，こうした熱いムー

ドの中にあって，日中両国の現行漢字のちがいが双方の意思疎通を大いに阻害しているとし

て．人ぴとの注目するところとなっている。何しろ‘‘日中同文”という古来からの漢字によっ

て結ばれてきた日中関係の親密度が，中国の文字改革，特に漢字の簡略化が実施された結果，

大いに阻害されていることに気付きはじめ，日中双方が現行の簡略字体をさらに討議研究し

て．その統一を計り．簡略字を日中共通にすることが望ましい，という希望的観測も生れてき

たのである。

日中両国における現行漠字の異同については，今にして発生した現象ではない。 1949年10月

中華人民共和国成立以来，中国政府が行なって来た文字改革の推進過程で，徐々に進行してい

たものであって．それに気付くのが遅かっただけのことである。中国では， 30年前の1956年1
① 

月に．第 1次漢字簡略化方案が公布された。当時．一部識者の間から．日中双方で研究交流を

行ない．日中共通の略字を制定してはどうか．という提案がなされたこともあった。しかし，

この提案は当時の日本の政治情勢からいえば，無いものねだりをする考え方だ．として顧みら

れなかった。さらにまた，専門家の間では，文字は言語を表記するエ具であり，したがって日

中両国が共通の言語を使用していない以上，それぞれの言語を表記するための文字は．それぞ

れの言語にふさわしい文字を使用すればよいのであって，わざわざ無理にその共通を求める必

要はない，と考えられていたのである。

したがって，中国の文字改革• 特に漢字の簡略化について．一般には全く無関心であった，

といっても過言ではない。一方．日本の専門家たちも中国の文字改革ほ，中国独自の文化政策

であって，とやかくいう筋合のものではない，節々に中国から公表される情報を頼りに，中国

の言語文字に関する動向を追い掛けていたにすぎないのであった。
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今日， 日中間の往復書簡や文書類および新聞・雑誌・書籍等あらゆる印刷物は，使用されて

いる漠字の字形変化によって，不便を感じる人のいることは事実である。したがってまた，中
② 

国側にも簡体字の日中共通が実現できれば大いに利便となる，と希望する向きもないわけでは

なし'o

では，中国で文字改革が行なわれた結果，日本はどのような不便を蒙っているのか，その実

情はどのようであるのか。さらに一歩進めて，簡略漠字の日中両国の統一が可能であるのか否
③ 

か。以下「教育漠字」を基礎資料として，日中双方の通用漠字の異同を明らかにし，私見を述

べることにする。

II 「教育漠字」と簡体字

④ 

「教育漠字」 996字とこれに対応する中国の現行通用漠字とを比較対照して，その異同を確め

ようとするのであるが，いうまでもなく日中両国の現行漠字のうち，中国の文字改革によって

簡略化された簡体字でも，元に遡ればいずれも「本字」（中国語の繁体字）に帰ーするもので

あるから，ここでの調査対象は日本・中国現行の略字のみとする。但し，日本では「本字」を

使用していても，中国でその簡体字（略字のこと）が正字として通用している場合およびこれ

とは逆に，日本では略字を使用しているが，中国では未だ簡略化されずその「本字」が通用し

ている場合は，その限りではない。

現在中国で通用している常用漠字を用う。但しその字形をどの字典に求めるかが，この場合

最も重要な事項となる。ここでは『新華字典』 (1971年修訂重排本）を用いることにした。と

いうのは，その後に中国で出版発行された詞典類は，いずれも上記字典の字体を用いているか

らである。
⑤ 

1 異形略字 (458字） 異形略字を調査するに当って，以下の 8種類に分ける。すなわち

同音代替字，部分省略字，草書楷化字，形声字，異体字，異形字，偏芳簡略字および筆法不同

字の 8種類である。

(1) 同音代替字 (10字） この漠字群はいずれも「本字」であり，同音漠字のうちから画

数の少ないものを簡体字として代替使用しているもの。したがって，同音ということが主眼

点であるため，意義の面では全く見当のつかない同音字が当てられていることもある。日本

側から見て意外なことが多いが，それほ当初中国でも初学者には福音であっても，「本字」

に慣れているものにとっては苦痛であった。
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（学年） （字数） （左は日本漠字，右は中国漠字）

1 

゜2 1 弓= エ一

3 3 係系 葉叶 週 周

4 

゜5 3 幹干 製制 穀谷

6 3 捨舎 裏里 壱比じ、 士ハンヽ

(2) 部分省略字 (46字） この簡体字は同音代替字のように「本字」を用いるのではな

<. 「本字」の一部分或は大部分の筆画を削除して省略し簡略化したもの。但し「教育漠字」

を下敷にして対照するため，中国古来の「正字」であっても，筆画数のちがいによって，こ

の項に入れたもの 2字（歩：歩，決：決）。

（学年） （字数） （左は日本漠字，右は中国漠字）

1 1 気汽

2 6 帰臼 広 r 時吋 親茉 電屯 歩歩

3 8 開汗 宮宮 業此 決決 習刃 対 対 陽限

様祥

4 10 関美 坪聴 コ9 殺糸 産戸 浅浅 単羊 飛 で

標栃 類哭 録景

5 13 衛互 際踪 雑奈 児几 術木 準准

総恙 築筑 婦如 復笈 複笈 豊辛 務各

6 8 拡『 郷多 済済 従払 縦獄 将将 庁 庁

奮音

(3) 草書楷化字 (16字） 草書体を楷書化した簡体字のこと。当初不恰好であるとの誹謗

もあったが，初学者には歓迎された。手書きの場合，「車」と「東」が曖昧であったり，「発」

「髪」ともに同じ筒体字であるので注意が必要である。

（学年） （字数） （左は日本漠字，右ほ中国漠字）

1 2 見見 車牟

2 10 貝凱 魚角 書朽 長長 鳥 毎 東京 馬旦

風凩 門門 楽斥

3 3 島島 湯涵 発友
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4 1 焼焼

(4) 形声字 (32字） 偏労の一方が音を．一方が意を表わす造字法による簡体字であり．

音を表わす部分が同音異形で画数の少ない漠字を以て代替されている。例えば「遠」「園」

は「哀」を「元」（中国語音ではいずれも yuan)で代替されているなどである。したがっ

て日本読音では分りにくいのが難点である。

（学年） （字数） （左は日本漢字，右は中国漠字）

1 0 

2

3

4

 ー

1

5

ー

遠近

5
 ，

 

運返

囲園

選逃

価伶

園辰

億に、

達述

潔浩

附

机

厨

拍

階

機

歴

護

勝腔

機扱

戦哉

構杓

進遊

芸芝

講 滸

種秤

識沢

稼釈

織釈

職瞑態恋

6 6 爛 刷 憲 完 認 以補朴郵郎優枕

(5) 異体字 (13字） 本来の「正字」に対して「俗字」として通用していた画数の少ない

漠字を簡体字としたもの。但し日本漠字は略字，中国漠字が「本字」のものもある。

（学年）（字数） （左は日本漠字，右は中国漠字）

1 0 

2 1 後后

3 3 乗乗農衣両雨

4 0 

5 6 義叉個介効放収牧仏佛無元

6 3 壱犬窓宦弐式

(6) 異形字 (90字） ここに分類した漠字は上記(1)~(5)までの各項に入れにくいもので，

これを異形字としてまとめてみた。この中にも日本略字に対し中国でほ「本字」を使用して

いるものがある。例えば「仮：瑕」「円：回」「蔵：蔵」「拝：拝」などである。

（学年） （字数） （左は日本漠字，右は中国漢字）

1 1 円園

2 5 図圏売突買芙

3 11 悪悪駅騨県具

頭決

橋桁

画画

実実 転鞍動劫
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線銭 歯歯 薬蒟 遊溺

4 27 愛愛 栄茉 塩益 漠双 観瑚 願悪 協切

験除 挙挙 残残 勢勢 節市 倉合 孫弥

帯帯 隊臥 貯炉 伝侍 熱熱 筆等 辺辺

変変 満満 着着 輪乾 陸陣 労芳

5 21 圧圧 営菅 応皮 仮俵 過述： 確碓 歓双

興哭 険除 検桧 師 師 質厨 衆女 経経

適造 敵故 導忌 備各 弁亦 報振 災炎

6 25 異弄 勧劫 権枚 厳戸 誤渓 鋼鋼 冊妍

釈粋 樹柑 処処 傷佑 聖至 専寺 創剖

層辰 蔵蔵 臓肥 難淮 脳脳 拝拝 訳洋

臨臨 沿沿 径径 論途

(7) 偏芳簡略字 (104字） 漢字の偏と芳の両方，またはそのどちらかの一方を簡略化した

ものである。例えば，偏芳の両方を筒略化したものには「議：以」「続：綾」「銭：銭」な

ど，どちらか一方を簡略化したものには「説：悦」「飯：仮」や「題：題」「鳴：唱」などが

ある。

（学年） （字数） （左は日本漢字，右は中国漢字）

1 

゜2 12 絵絵 間岡 顔顔 記氾 計汁 奎n口珀‘五 紙紙

組組 聞岡 鳴哨 読淡 話活

3 17 欽炊 館愴 級級 銀恨 軽経 細 細 詩涛

終終 題題 帳帳 調濁 鉄鉄 負 負 問 同

緑緑 員貝 産戸

4 22 貨貨 課渫 覚覚 紀紀 議汲 給給 漁漁

鏡鏡 結結 試減 順順 賞賞 説況 談淡

敗敗 飯仮 費喪 約約 練祢 軍写 腸肋

続綾

5 33 賀賀 額額 慣憫 規規 許許 訓 VII 絹絹

現現 鉱『 財財 賛賛 資賓 謝湖 証証

責黄 績繍 設没 絶絶 銭践 測測 貸倹
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6
 

20 

張

綿

遣

涌

賃

張

綿

遺

詞

賃

統

捩

岡

縮

甘

統

損

閣

縮

討

銅

輸

筒

純

納

銅

輸

簡

純

納

坪

預

拝

渚

閉

評

預

揮

諸

閉

抗

領

費

針

坊

貧

領

貴

針

訪

編編

紅紅

誠滅

覧筑

貿 貿

視視

頂唄

(8) 筆法不同字 (147字） ここに分類される日中双方の漢字は，その筆法および形態が相

違しているもの，また筆画数に多少の違いがあるもので，これらの漢字は一見して日中同形

漠字として把握できるのであるが，しかし厳格にいえば，やはり日中同形漢字であるとはい

えない。というのは日本の児童が「教育漠字」によって覚えこんだ日本漢字を下敷として，

その上に現行中国漢字を当嵌めて対照してみると，その形態の違いが歴然としてくるからで

ある。では，その例をあげよう。

① 画数は同じであるが，筆法の異なる例。

a 「点」から起筆する「うかんむり」「けいさんかんむり」「まだれ」「やまいだれ」「りつ

へん」「ころもへん」等等，これらの「点」は，日本漢字では‘‘上に力を入れて垂直におろ

した点"であるの対し，中国漠字は‘‘斜め左上から軽く入り，右下へおろし，最後に力を入

れる点"である。つまり筆写の場合，同じ「点」であってもその力の入れどころが全く逆で

あり，垂直と斜めの違いが大きい。その実例の一部をあげてみよう。左側が日本漢字，右側

が中国漠字である。（以下これに従う）

字：字文：文交：交立：立市：市度：度病：病衣：衣

b 「しんにょう」について「教育漠字」は，「土」に統一している。これは中国漢字の「i__」

とは異なる。因みに『広辞苑』では“「L」は4画に数えたが，当用漠字体では「i__」を用

いるので3画に数えたとしており「教育漠字」の「と」とは違っている。例えばつぎのよう

である。

迷：迷退：退造：造逆：逆

③ 画数は同じであるが，字形が多少違っているもの。これは案外多いのである。例を示

せば一目瞭然である。

天：天夕：夕今：今戸：戸考：考船：船究：究灰：灰

旅：旅深 ： 深 別 ： 別 包 ： 包所：所直：直置：置団：困

底：底舎 ： 舎 称 ： 称 割 ： 割

③ 画数に多少の違いがあるものに，つぎの例がある。
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毎：毎 海：海 差：差 着：着

この項に入る漢字は合計 147字もあるが，既に述べたように筆写の場合，特に厳格さを求め

る時ならいざ知らず，一般に活字版のものを読解する時には，日本漢字を知っておれば，それ

ほど困難を感じないのが普通である。したがって，これらの漠字は分類上，一応“異形略字”

の項目に入れたのであるが，“偏芳簡略字”よりも，日本人にほ分り易い中国漢字であると思

われる。なおここに分類された147字を学年別に示すとつぎのとおりである。

（学年） （字数） （左は日本漠字，右が中国漢字）

1 8 'ニた ニ六 校校 立El 立El 字 字 文文 立立 天天

タタ

2 22 A フ Aフ 戸戸 方方 市市 父.l.. 父_,__ 毎毎 考 考

近近 汗..,_、 J~f.、 夜夜 店 店 ,-,.. -"-"' 室 海 海 食食

原原 家家 通通 回.,_℃, 向~ a ー 強 強 船船 9帝ョ 西ョ

3 36 反反 写写 安安 守 守 坂坂 九六 六プし 角月

返返 六目 旦，、ー 定定 所所 放放 板板 直直

月士 育 客客 度度 炭炭 追追 送送 庭庭

旅旅 ) 、/±<lu:✓、I江Iし 病病 院院 尚尚 族族 :、r;2本 : 、木穴

部部 寒寒 植植 ユ里 ゴ里 着着 音、~- 音,~· 暗暗

鼻轟

4 30 包包 衣衣 位位 別別 t=> Tし Iノ~L, 哀良 牛キ~ 竿→ 

底凧 官官 府府 倍倍 害害 差差 席 席

案案 真真 航航 速速 倅 停 宿 宿 康康

望望 博博 旦,'i'、,里'i'、 置置 察察 旗旗 k占呂ヤ k-呂今

器 器 辞辞

5 22 団団 席序 防防 舎舎 版版 述述 査査

迷迷 退退 立,,.文、> 今六 令六 称称 年,!):_足、出 寄寄

接揉 液液 率率 ~品 F"呈 解解 境境 I1,ii, s-, Il;;;: 曲ヽ

演 演

6 29 亡 亡 穴穴 宇宇 宅宅 灰灰 亡Iゞ：鼻. 亡,.,.. 刻 刻
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宗 京 宝宝 宙 宙 泣泣 巻巻 出B や日 派 紙

肺肺 値催 謝謝 崖座 朗朗 降降 採探

翌 翌 割割 望ガ 勤 就就‘ 痛 痛 ,而,., 沼而手 祖""L , 和.. , 

糖臆

2 同形略字 (32字） 日中双方で共通に通用している略字であり，学年別に示すと以下

のとおりである。

（学年） （字数） （略字）

1 1 学

2 12 ム云 汽 国 数 戸圭 体 ムロ 昼 点 当 麦

来

3 4 医 方ロ 万 礼

4 5 区 参 静 争 灯

5 8 旧 蚕 条 状 属 断 独 余

6 2 党 乱

以上「教育漠字」 996字の字形を基準として，これに中国の現行通用漠字をいちいち照合し

て，その相違点を明らかにしたのであるが，この全貌を数字で現わすと，別表〔 1〕のとおり

である。

ここでこの「表」によって，別の角度から整理してみよう。日本漠字に慣れているものにと

って，中国漠字のうち最も分りにくいのは：

① 「同音代替字」 (10字）と「形声字」 (32字）であろう。これらの簡略字は，すべて中国

語音を基本にして代替または創造された漢字であるため，中国語音による字音を理解しない限

り，すぐには納得のできない漢字である。これらの漠字は中国人にとっては，むしろ覚えやす

い漠字に属するのであって，中国の文字改革の一般的趨勢からいえば，語音を基本にした漢字

の筒略化—つまり筆画数の少ない同音異義字による代替（いわゆる当字）或はその一部分

（特に”つくり”の部分）を活用する方法—が増加する傾向にあると思われる。というのは，

中国人にとっては便利な簡略化であるからである。だが， 日本人にとっては最も理解し難い漠

字になってしまうのである。だが現在通用しているこれらの漢字は合計42字に過ぎず，「教育

漢字」 996字のわずか4.2%に止まっているのが，せめてもの幸いというべきであろう。

② 「部分省略字」 (46字），「草書楷化字」 (16字），「異体字」 (13字），「異形字」 (90字）な

どは，どちらかといえば旧漠字を知っているものにとっては，左程むつかしく考えなくても
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よい簡略字群である。もっとも「部分省略字」の中には，思い切った省略法を採っているの

で，一見奇異に感じる字，例えば“リヨ，屯，刃，~. 汗， JL,辛，多，炊，美”などがあって，

戸迷うことがある。また「草書楷化字」つまり漢字の草書体を楷書化したもので，この中には

漢字の均衡性を欠く略字，例えば，，朽", またまぎらわしい，，牢，京，床"などがある。「異形

字」 (90字）には日本字の方が筆画数の少ない漢字もあり，また筒略の仕方にもやや不統一の

ところがあって細かく分類することができないので，すべてこの項目に入れたのである。いい

変えれば，その中には「会意字」「省略字」「一部草書」「旧漢字」等に属すると思われる漠字

も含まれているが，日本漠字と字形を異にするもの (1~5項にあげたものを除く）をすべて

包括した。これらの総数は165字であり「教育漢字」 996字の16,6%に及ぶ。

⑧ 「偏芳簡略字」 (104字）は，中国現行漠字の偏芳の簡略字形を覚えこめば容易に理解で

きる態のもので，左程困難なものではない。また「筆法不同字」 (147字）に至っては，むしろ

その区別をはっきり覚えこむ方がむつかしいくらいである。したがって，この 147字を「日中

同形字」の中に加えてもよいのであるが，日本側の底本が「教育漢字」である以上，字形や画

数が同様であっても運筆のちがいが，小学生にとっては大へんな負担となるはずである。その

ことを考慮に入れたため，日本漠字とは異形の項目に加えたのである。なお百分率をみると

「偏芳簡略字」は10.496, 「筆法不同字」は14.7596となる。

日本漠字と中国漢字の相違点は以上の説明で明確にされたのであるが，その難易度の角度か

らさらに整理すると，以下のようになるであろう。

① 最も分りにくいと思われる中国漢字は「同音代替字」と「形声字」で，これらの漠字は

字数の上で「教育漢字」に占める百分率は4.21%に過ぎない。

③ 字形がちがっているため，取付きにくい漢字ばかりであるが，例えば「一部分の省略

字」「草書の楷書化字」「異体文字」などと，個個に検討して，日本漠字とのちがいを吟味し

ていけば，左程困難ではないと思われる。ここに占める百分率は16.66%となる。

③ 字形が異っているが，比較的理解しやすい「偏芳簡略字」と字形や画数が同じでも，運

筆の異なる「筆法不同字」は，厳密にいえばやはり日本漠字とちがっているのである。だが，

①③の漠字に比べて理解しやすく，百分率は「偏芳簡略字」が10.44%, 「筆法不同字」が14,75

％である。

最後に日中共通の漢字はどれほどあるのか。「教育漢字」と比較してみると，「同形略字」

(32字）と全くの同形字 (506字）があり，これらの漠字が占める百分率は53.91%となる。
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m 中国簡体字の前途

日本における漠字教育ほ，その導入から基礎固めをするまで，すべて小学教育において行わ
⑥ 

れている。それは『小学校指導書・ 国語編』（文部省）の「学年別漢字配当表」によって小学

6年間に．学年別に段階的に合計996字が教えられている。『指導書』の第 6学年の目標と内容

の節で，文字に関しては：「第 1学年から第 6学年までに配当されている漠字を含めて1,000字

ぐらいの漢字を読み，その大体を書くこと。」と指導されている。

これが日本における基礎的な漠字教育の目標であり，同時にそれは． 日本文を読み書きする

上での最少限必要な漢字数であると見倣されるのである。

日中両国現行漠字の異同については，すでにその具体例をまとめて上述したのであるが，で

は日中双方の漠字のちがいをどのようにして調整するのか．いやそのようなことができるのか

どうか。私見を述べる前に．もう一度原点にかえって．漠字そのものを考えてみよう。

漠字は本来‘‘漢語”（中国語）を表記する表意文字を主体とする文字である。だが社会の進

展とともに．その造字法において表音的要素を加味せざるを得なくなって来た。今日では現行

漢字はむしろ完全なる表意文字よりも表音文字の方が，その数量において遥かに多いのが実状

である。したがって今後に予想される簡略字も造字法から推測すれば，まず語音を基調として

創造されることになるであろう。

ついで考えられるのは．現行漠字の画数を削減する造字法である。漠字は前述のように，た

とえ語音を基調として表音的要素を主体とするものであっても．それはいわゆる“表音文字”

ではない。漠字は本来表意文字であるため．その字形だけを見て表音文字のように読みやすい

ものではない。漠字は読みにくい，覚えにくい．書きにくい，というのが漢字の欠点であり．

筆画数の多い漠字ほどこの欠点は大きくなる。中国語を表記するのに漠字以外にその工具を有

していない中国では，漠字が有している欠点を，できるだけ削減するよう望むのは当然のこと

であり，その切実さほ，「漠字と仮名」を混用して表記する・日本では想像もできないことであ

ろう。

中国では,'85年12月に「中国文字改革委員会」が改組されて「中国国家語言文字工作委員

会」と改称した。ついで,'86年 1月6日より 13日まで北京において「全国語言文字工作会議」

が開催された。対忌生国家語言文字工作委員会主任は，その開会に当り基調報告を行なった

が，その要点はつぎの 5点である。

① 漢字は法定文字である。‘‘漠語併音"(ローマ字による表音）は漠字に代る表音文字では
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ない。
⑦ 

③ 漢字の前途については周恩来報告に従う。

③ 漢字の簡略化は慎重に行ない，一定期間内に安定させる。
⑧ 

④ 第2次簡略化方案（草案）は 111文字に絞ったが，さらに研究を重ね，万全の処理をす

る必要がある。

⑤ 今後の方針と任務。方針：政策，法令として貫徹執行すること。言語文字の規範化，標

準化を促進すること。任務：現代中国語の規範化と“普通話"(共通語）の普及。現行漢字を

研究，整理して標準を制定する。“併音"の推進。 20世紀中に(a)各級学校教育は“普通話”で行

なう (b)各級機関の公式活動は‘‘普通話"で行なう (c)ラジオ，テレビ，映画，新演劇は‘‘普

通話‘‘を採用する。

また同会議の閉幕に当り，陳章太国家語言文字工作委員会副主任は，中央機関に対し第2次

漢字簡略化方案（草案）の試用を停止する一方，当面社会に使用されている漠字の混乱状態を

正し，これに干渉するようその早期決断を迫る要請を行なっている。因みに第六期全人代第四

回会議は 3月25日に招集されることになった。

w 統ーは可能か

文字改革に関する以上のような動向から推測すれば，中国の漢字簡略化を含む文字改革は，

ここらで一段落をつけ，これまでに普及されてきた第 1次漢字簡略化方案を徹底的に実行し，

これ以外に民間で通用している簡略字や異体字を排除する構えをみせている。したがって，漢

字に関する限り中国ではこれ以上筒略文字を増加する必要がない，と考える一方，これまでに

正式に発表された簡略文字については，これを削減する考えのないこと，いなむしろ共通語の

拡充・普及とともに徹底的に教育する決意を表明しているのである。

だとすれば，日中双方の通用漠字のちがいによって，不便を感じている人たちが希望してい

るように，その統一ができるであろうか。すでに上述したように，漢字は中国語を表記するエ

具として中国で生れたものである。中国語にとってほ，漠字以外にその表記手段を有していな

い。一方漢字はまた日本語を表記するエ具として活用されているが，それは一部分であって，

漢字・仮名まじり文が日本語を表記する上で最も便利な手段だとされている。文字は言語を表

記する工具として発達してきたものであるから，その言語の性質のちがいによって文字も相異

するのが当然である。日本語が漠字・仮名まじり文で表記されるのが最も自然であり，理にか

なった方法であるのと同様，中国語は漢字によって表記されるが最も自然である。周知の如く
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言語の性質を異にするからである。日本語と中国語は異質の言語であり，それぞれの特徴と伝

統によって，その発展の方途を異にするものであり，言語の面から見て両者が融合して一体化
⑨ 

することは有り得ないことである。だとすれば，それを表記する符号ともいうべき文字も，同

一共通にしようとすること自体が不自然であるといわざるを得ない。それぞれの言語の発展に

対応して，より便利な文字を考案するのが，それぞれの任務であるとすれば，政治的に共通化

を計るのであればいざ知らず，純粋に科学的に文字と言語の関係を基本に置いて考えた場合，

既成の簡略漢字の“日中同形"を望むことは後の祭に等しいものである，というほかはない。

註：この報告は1985年6月，交換教授として関西大学の姉妹校である遼寧大学へ出向した際，同大学中文

系から提出されていたテーマ「中日両国簡体漠字的異同」（原文は中国文で約7000字。その後8月北京

香山での「第 1届国際漠語教学討論会」において，その要旨を2800字にまとめて発表した）を本紀要に

書き直したものである。原文は中国人研究者を対象として書き，且つそれを材にして口頭報告したもの

であるが，本稿はその原文をそのまま日本文に翻訳したものではないことを，お断りしておく。

① 「第1次漠字簡化方案」が正式に国務院で採択されたのは1956年 1月28日で，第 1表 230字の簡略字

は2月 1日から全国的に印脚・箪写を問わず一律に使用された。第2表 285字と簡略化された偏芳合計

54個は試験的に使用されたが，今日までの 30年間に中国での印刷刊行物は殆んどこの方案に依ってお

り， も早や動かすことのできないほど固まったと見るべきであろう。

② 遼寧大学中文系から‘‘日中両国における略字のちがいについて"の講演をするように依頼を受けたの

ほ，そこにどのような意図があったものか詳らかにすることができなかったが，私が個々に接して得た

感覚からすれば，日本留学生に中国語を教えている教員たちの間では，日本留学生の書く漢字が分りに

くい，同じ漢字を使っているのであるから，略字も同じである方がお互いに利便を受ける，という意見

が圧倒的に多かった。

③ 「教育漢字」 996字が制定されるまでの漢字の歴史を説明する必要があったので，明治維新前後からの

漢字廃止論， 1918(大正7)年原敬内閣の臨時国語調査会による漠字の削減， 1931(昭和6)年の新聞

社 7社による常用漠字 1858字の審査， 1936(昭和11)年の国語審議会の新設および 1942(昭和17)年

同審議会の標準漠字表 (2528字）作成。戦後米軍司令部の漠字廃止・表音文字採用の通達，その後1946

（昭21)年の内閣訓令による当用漢字表 (1850字）の告示，この中から 1947(昭22)年の基礎漠字 (881

字）の制定，さらに1968(昭43)年に預備漢字115字を加えて合計996字を「教育漠字」とした経緯を

詳述したが，本稿では省略した。

④ 中国での現行常用漢字はどれほどあるのか。

「五年制小学課本語文」 10冊の新出漠字は 1年696字， 2年964字， 3年681字， 4年435字， 5年324

字の合計3100字である。

四川人民出版社の小中学生用ボケット常用字典では4800字を収めている。

北京語言学院の語言教学研究所が編した『常用字和常用詞』では1978~80年に出版された全国通用の

中小学校の国語教科書から全ての語彙を取り出して統計と分析を行なったものであり，出現数の多い順

番に排列した常用漠字1000字，また頻度の高い順に排列した常用詞3817語がある。

因みに『新華字典』は異体字を含めて漢字は 8500,語棄は約3200語を収めている。なお比較対照す

る字形はこの字典に拠ることにした。

⑥ 日中両国の字形を異にする漠字を対比する方法として 8種類に分けてみたのであるが，なお検討の余



日中両国における漠字の異同について 53 

地があろうと思われる。

⑥ 「学年別漠字配当表」によると，第一学年76字，第 2学年145字，第3・4・5学年各195字，第 6学年

190字に分けて，合計996字を小学6年問に教えている。なお，この配当表を別表〔2〕とした。

⑦ 正式には『当前文字改革的任務』（文字改革の当面の任務）と題して周恩来総理が行なった報告であ

る，報告の最後で“漠字の前途”について次のように述ぺている。

至千双字的前途，宅是不是千秋万虔永近不変泥？述是要変虎？宅是向着双字自己的形体変化廃？述

是被併音文字代替泥？宅力拉丁字母式的絣音字母所代替，述是力男一神形式的絣音字母所代替泥？

送介同題我釘現在述不忙作出結光。（訳：漠字の前途について，それはいついつまでも永遠に変ら

ないのであるのかどうか？それとも変るのであるのか？それは漠字そのものの形体にそって変化す

るのか？それとも表音文字に代えられるのか？それはラテン字母式の表音文字によって代えられる

のか，それとも別の形式の表音文字によって代えられるのか？この問題はわれわれがいま急いで結

論を出さなくともよいのである。 1958年『人民手冊』 614頁）

⑧ 第2次漢字簡化方案（草案）は1977年12月20日，中国文字改革委員会から発表された第 1表248字，

第 2表269字から成る略字であるが，このうち第1表は草案発表の翌日から「人民日報」や「紅旗」等

の全国的刊行物で試用されることになった。この思い切った強行策に対して賛否両論が鋭く対立し，そ

の結果「人民日報」は78年5月 1日から元に戻し，以後「第2次案」は印刷物では使用しなくなり，同

年末には第1表の略字は全て姿を消してしまった。但し手書きの場合は或程度普及されている。例えば

個人間の手紙はもちろんのこと，大学食堂等の手書きのメニューや黒板に書く通知等には盛んに用いら

れているのが現状である。

⑨ 言語の性質に最も適した表記法，つまり文字はそのことばが多音節詞が優勢であるか単音節詞が優勢

であるかによって，表音文字が便利であるか否かを決定する。この点，日本語は古来多音節詞が多いの

に比べて，中国語は単音節詞が基本語彙であった。したがって，日本語を表記する場合，漢字のみでは

不便極りなく，漠字から仮名文字を創造するに至った。この事実がことばと文字との関係を雄弁に物語

っている。しかし漢字を放棄することができないのは，余りにも永い間漢字の恩恵を受け，特に日本語

彙に占める‘‘漢語”（漠字で構成されることばのこと。本来中国語の語彙が多いが，日本で造った語彙

もある）の比率が極めて高いからである。

さらにいえば，日本語と中国語は音素にもちがいがあるため，語音を基調にした漠字の簡略化を双方

共通にすることはむつかしく，また漠字の画数を削減して簡略化する場合でも，日中両国間には漠字に

対する貴重度の感覚がちがっていることもあって，必らずしも一致するとは限らない。しかも中国では

第 1次簡化方案を実施して以来，すでに30年の歳月が流れている。加えてこの30年間に定着して来た簡

略字を一層不動のものとする考えを固めている現在，日中共通の略字を再検討しようという誘いには乗

って来るはずがないのではないか。東南アジア各国，特にシンガボールやマレーシアでは，大体におい

て中国の簡体字に適応させていることからみても，新たに混乱を助長するような政策は採らないものと

思われる。

ここで想起されるのは 1966年5月に中国科学院語言研究所の招待を受けた中国語学会の代表の一員

として訪中した際，懇談の席で聞き得た次のことばである。「中国が簡体字を実施してから已に 10年に

なる。日本でほ‘‘日中同文”をよく口にされるが，中国の文字改革に対し一向に関心を示さない。それ

は中国の現代語をぬきにして古典にのみ注意を払っているからであろう。将来，日中両国の漢字が全く

ちがうようになった時，現代語を学ばずして中国の事情が理解できないことに気付くであろう」そして

また「中国古典の研究でほ， 日本は他国より優れているが，現代中国の研究では日本は米国からも遅れ

ている」ーー20年前に聞いた日本の中国学研究に対する一批評であったが，この稿を草するに当って



54 

中国側の言語・文字・文化に対する見解の一端を知る上で参考になったので，あえて紹介することに

した。

別表〔1〕

「教育漠字」と中国漠字の比較

こ塁 1 2 3 4 5 6 

76 145 195 195 195 190 

同音代替字

゜
1 3 

゜
3 3 

部分省略字 1 6 8 10 13 8 

異 I草書楷化字 2 10 3 1 

゜ ゜形 声 字

゜
1 5 11 ， 6 

異 体 字

゜
1 3 

゜
6 3 

形 1異 形 字 1 5 11 27 21 25 

偏芳簡略字

゜
12 17 22 33 20 

筆法不同字 8 22 36 30 22 29 

同 同形略 字 1 12 4 5 8 2 

形 同 形 字 63 75 105 89 80 94 

別表〔2〕

学年別漢字記当表

第 1一 右 雨 円 王 音 下 火 花 学気九休金空月犬見五口

校左三山子四糸字耳七車手十出女小 J:.森人水

坐一正生肯夕石赤千）I]先早足村大男中虫町天田土

年 二日入年白八百文＊本名目立力林六 (76字）

引 雲遠 何科 夏家 歌画 回会海絵貝タト間顔汽記帰

牛魚京教強玉近形計元原戸古午後語工広交光

第 1行 考 高 黄 合 谷 国 黒 今 オ作算止市思紙寺自時室

社弱首秋春書少場色食心新親図数西声星晴切

合計

996 

10 

46 

16 

32 

13 

90 

104 

147 

32 

506 
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,,,_,. 子 雪船前組走草多太体台池地知竹茶昼長鳥朝通

年 弟店点電冬刀当東答頭 同 道 読 南 馬 買 売 麦 半 番

父風分聞米歩母方北毎妹明鳴毛門夜野友用曜

来楽里理話 (145字）

悪安暗医意育員院飲運泳駅園横屋温化荷界開

階角活寒感館岸岩起期客究急級宮球去橋業曲

局銀苦具君兄係軽血決 県 研 言 庫 湖 公 向 幸 港 号

第

根祭細仕死使始指歯 詩次事持式実写者主守取

酒受 州拾 終習 週集 住重所暑助昭消商章勝釆植

申身神深進世整線全送息族他打対待代第題炭

学 短 着 注 柱 帳 調 直 追 丁 定庭鉄転都度投島湯登等

年動童内肉農波配畑発反 坂 板 皮 悲 美 鼻 氷 表 秒 病

品負部服福物平返勉放万味命面問役薬由油有

遊予洋葉陽様落流旅 両緑礼列路和 (195字）

愛案衣以囲位委胃印 英栄塩央億加貨課芽改械

害各党完官漠管関観願希季紀喜旗器機議求救

給挙漁共協鏡競極区軍郡型景芸欠結建健験固

第 功候航康告差菜最材昨刷殺察参散産残士氏史

四 司姉試辞失借種周宿 順初省唱照賞焼臣信真成

学 清勢静席積折節説浅戦選然争相倉想象速側続

年 辛孫帯隊達単談治置貯腸低底停的典伝徒努灯

堂働毒熱念敗倍博飯飛費必筆票標不夫付府副
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隆 良 料 量 輪 類 令 冷 例歴連練老労録 (195字）

圧易 移因 永営 衛益 液演往応恩仮果河過価賀快

解格確額刊幹慣歓眼基寄規技義逆久旧居許境

興均禁句訓群経潔件 券険検絹限現減故個護効

厚耕構講鉱混査再災妻採際在財罪雑蚕酸賛支

第 示志師資似児識質舎謝投収修衆祝述術準序除

五 招承称証条状常情織職制性政精製税責績接設

足子 舌絶銭善祖素総造像増則測属損退貸態団断築

年 張提程敵適統銅導特得徳独任燃能破犯判版比

非肥備俵評貧布婦富武復複仏編弁保墓報豊防

貿 暴 未 務 蕪 迷 綿 輸 余預容率略留領 (195字）

異遺域壱宇羽映延沿可我灰街革拡閣割株干巻

看勧簡九危机揮貴疑弓吸泣供胸郷勤筋系径敬

警劇穴兼憲権源厳己呼誤后好孝皇紅降鋼刻穀

＾ 弟
骨困砂座済裁策冊至私姿視詞誌磁射捨尺釈若

一ょ- 需樹宗就従縦縮熟純処署諸将笑傷障城蒸針仁Iヽ

ー学ヤ 垂推寸是聖誠宣専染泉洗奏窓創層操蔵臓俗存

年 尊宅担探段暖値仲宙忠著庁兆頂潮賃痛展党討

穂届 難弐 孔認 納脳 派拝肺背俳班晩否批秘腹奮

陛 閉片補宝訪亡忘オ奉枚幕密盟摸矢訳郵俊幼羊

欲翌乱卵覧裏律臨明論 (190字）


